
平成２１年度
第１回 菰野町地域公共交通会議

日時：平成２２年２月１日（月）１３：３０～

場所：菰野町庁舎５階第１・第２会議室



コミュニティバスの現状について

平成１１年４月 「町営福祉バス（無料）」導入

平成１４年９月 「コミュニティバス運行調査特別委員会」設置

平成１５年３月 路線バス３路線を廃止
「菰野～近鉄湯の山温泉駅」線

「神森～近鉄湯の山温泉駅」線

「福王山～菰野」線

【【経緯経緯】】

平成１５年４月 「廃止代替バス（自主運行バス）」運行開始



コミュニティバスの現状について

平成１５年９月～１０月

「コミュニティバス運行前アンケート」調査実施

【【経緯経緯】】

平成１６年４月 「町営福祉バス」と「自主運行バス」の統合

「菰野町コミュニティバス」試験運行開始

平成１７年２月 「菰野町コミュニティバス運行推進協議会」
設置

平成１７年１０月 「菰野町コミュニティバス」本格運行開始



コミュニティバスの現状について

【【経緯経緯】】

平成２０年５月 「平成20年度

第１回菰野町地域公共交通会議」開催

平成２０年７月 「菰野町コミュニティバス」路線一部変更
朝の時間帯のみ

⑩コース 通学／片倉菰野線

「三交湯の山」～「近鉄湯の山温泉駅」

「菰野川原町」～「菰野駅前」

を延長



コミュニティバスの現状について

１．菰野町庁舎・保健福祉センター「けやき」
と近鉄菰野駅をターミナルとして各施設を
結んでいる。

２．通勤・通学の利用者を対象とした４コー
スと、役場・「けやき」の利用者、通院や買
い物などの利用者を対象とした６コース
の合計１０コースで運行している。



コミュニティバスの現状について

〈現在のコミュニティバスの路線図（北）〉



コミュニティバスの現状について

〈現在のコミュニティバスの路線図（南）〉



コミュニティバスの現状について

３．菰野町コミュニティバスが本格運行を開
始してから丸４年経過し、昨年に一路線
のみ一部変更を実施した。

〈昨年、一部変更した路線図〉



コミュニティバスの現状について

４．現在、４台のバスで運行している。

町内がかなり広いため、買い物などの６
コースは、おおよそ午前往復１便、午後
往復１便づつ、通勤などの４コースは早
朝に片道１便、夕方に片道１～２便の運
行である。



コミュニティバスの現状について

〈現在のコミュニティバスの時刻表（１～３コース）〉



コミュニティバスの現状について

〈現在のコミュニティバスの時刻表（４～６コース）〉



コミュニティバスの現状について

〈現在のコミュニティバスの時刻表（７～１０コース：通勤・通学）〉



コミュニティバスの現状について

５．バス利用者人数は、平成１９年度が７７，
８７５人、平成２０年度は７７，６８４人の利
用があり、ほぼ横ばい状態であったが、
今年度においては、若干の減が予想され
る。



コミュニティバスの課題について

１．年々、バスの利用者数は、増加していた
が、平成２０年度は前年度比約２００人の
減となり、今年度においては前年度比約
３，０００人の減が予想される。

これに伴い運賃収入は減収となり、公費
の支出負担額が多くなることが予想され、
財政の圧迫が懸念される。



コミュニティバスの課題について
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コミュニティバスの課題について

２．コミュニティバスの財源のうち、三重県か
らの補助金において、平成１７年度は補
助対象経費の50％の補助率であったも

のが段階的に縮小され、平成２２年度に
おいては、25％の補助率になる見込みで

あり、更なる財政の負担を強いられてい
る。



コミュニティバスの課題について

菰野町ｺﾐｭﾃｨバス運行経費財源内訳推移
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コミュニティバスの課題について

３．利用者が少ないコースにおいて、大・中
型のバスによる運行が必要なのかなど、
費用対効果の面から見直しをする必要が
ある。

４．交通手段に困っている方などのために、
通院や買い物などの日常生活を営むた
めの交通手段を確保する必要がある。



コミュニティバスの課題について

５．電車や路線バスの運行区間とコミュニ
ティバスの運行区間が重複している区間
があるなど、現在、公共交通機関との競
合している区間がある。



コミュニティバスの課題について

６．通勤・通学に利用するには、朝・夕の
便数が少なすぎる。
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コミュニティバスの課題について

７．「菰野町都市マスタープラン」のアンケー
ト調査によると、「公共交通の便」の暮ら
しの満足度において、唯一、全ての地区
で「『不満』と感じる」が「『満足』と感じる」
を上回っており、公共交通が不足してい
ると思われている。
「菰野町都市マスタープラン」抜粋 〈まちづくりの課題〉全地区

◆ 公共交通が不足しており、地域・拠点間での移動に不便があります。

⇒高齢化や環境負荷に対応するため、近鉄菰野駅や役場本庁、商業機
能の集積している地域などへのコミュニティバスの充実などアクセス手段
の確保が必要となります。


